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１． 本課題の研究の背景、目的、関係するプロジェク

トとの関係 

共同研究として行っている、“タンパク質アセチ

ル化の網羅的解析”では、CoA 化合物を利用する

短鎖アシル化修飾、バクテリアを対象にしたタ

ンパク質の短鎖アシル化修飾について生物機

能と構造の両面から理解し、代謝変換に基づく

物質生産やオルガネラの制御につなげること

を目指している。また、もう一つの課題であ

る”small RNA におけるスプライシング阻害剤

SSA の作用機序の解明”に関しては、SSA のター

ゲットまでは特定できたが、その作用機序につい

てはまだ不明な点があり、その解明を目指してい

る。 

２． 具体的な利用内容、計算方法 

質量分析から得られた実験データを利用した網

羅的解析。次世代シーケンサーから出たリード数

を使った網羅的解析。 

３． 結果 

“タンパク質アセチル化の網羅的解析”において、

アセチロームに関する質量分析の実験データから

解析を行っている。グルコース、クエン酸条件下

における、代謝パスウェイの変動を、ネットワー

ク解析することができた。”small RNA における

スプライシング阻害剤 SSA に関する作用機序”の

課題については、SSA による遺伝子の異常発現の過

程について、ChIP-seq の結果や、スプライシング

を制御しているシグナル配列から、配列情報解析

等を行い、解析しているところである。 

４． まとめ 

“タンパク質アセチル化の網羅的解析”において、

代謝パスウェイのネットワーク変動が得られ

た。”small RNAにおけるスプライシング阻害剤

SSA に関する作用機序”については、作用機構の

候補が得られた。 

５． 今後の計画・展望 

“タンパク質アセチル化の網羅的解析”において

は、実験結果から得られた定性的な結果だけでは

なく、実験データを網羅的に解析する定量解析を

行う。”small RNAにおけるスプライシング阻害

剤SSAに関する作用機序”の課題については、SSA

処理によって、変動する機能についてさらに解析

し、メカニズムや作用機序を解明したい。 
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